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難民支援から日本社会の    
成熟をめざして 認定NＰＯ法人 難民支援協会

金
キ ム

 美
ミ ソ ン

善　民博 外来研究員

日本が第３国定住による難民の受け入れを決めた。パイロットケースとして、今年から３年間毎年３０人の計９０人を受
け入れる方針だという。外国人として日本に暮らす筆者にとって、これはグローバル化や日本社会が目指す多文化共生
への努力のあらわれであり、同時に難民の受け入れに消極的姿勢をとっていた日本社会が国際社会への連帯感を示そ
うとする意志として歓迎すべき話題であった。しかし、このニュースは日本社会にはどれくらい理解され、また関心を
もって受けとめられたのであろうか。そもそも、「難民」という概念や知識はどの程度日本に認知されているのだろうか。

日
本
の
難
民

難
民
と
は
、「
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
」
で
は
、

「
人
種
、
宗
教
、
国
籍
、
も
し
く
は
特
定
の
社
会
的
集
団
の

構
成
員
で
あ
る
こ
と
ま
た
は
政
治
的
意
見
を
理
由
に
、
自

国
に
い
る
と
迫
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
十
分
に

理
由
の
あ
る
恐
怖
を
有
す
る
た
め
に
国
籍
国
の
外
に
い
る

者
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
）
の
調
べ
に
よ
る
と
、
世
界
に
は
約
一

一
〇
〇
万
人
の
国
外
難
民
が
存
在
し
、
国
内
避
難
民
を
入

れ
る
と
二
六
〇
〇
万
人
に
達
す
る
。

日
本
は
一
九
八
一
年
に
難
民
条
約
に
加
盟
し
た
が
、
現

在
ま
で
約
五
〇
〇
人
あ
ま
り
が
難
民
認
定
（
申
請
者
は
約

七
三
〇
〇
人
）
を
え
て
日
本
に
生
活
し
て
い
る
。
他
に
も

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
受
入
制
度
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
約
一
一

〇
〇
〇
人
の
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
が
い
る
。
難
民
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
る
欧
米
に
比
べ
る
と
日
本
の
難
民
の
数

や
認
定
率
は
は
る
か
に
低
い
が
数
年
前
か
ら
申
請
者
数
も

認
定
者
数
も
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
在
日
外
国

人
に
比
べ
、
日
本
の
難
民
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も

ち
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

難
民
支
援
協
会

筆
者
が
難
民
支
援
協
会
と
出
会
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
九

年
、
協
会
主
催
の
「
難
民
ア
シ
ス
タ
ン
ト
養
成
講
座
」
に

受
講
者
と
し
て
参
加
し
た
と
き
で
あ
る
。
東
京
に
活
動
拠

点
を
置
く
協
会
が
他
の
地
方
に
も
難
民
へ
の
理
解
を
広
め

る
た
め
開
い
た
も
の
で
、
難
民
支
援
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
講
師
陣
の
講
義
に
難
民
問
題
に
関
心
を
も
つ
た
く
さ
ん

の
参
加
者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
難
民
の
存
在
感

が
薄
い
日
本
で
協
会
の
支
援
を
受
け
て
い
る
当
事
者
で
あ

る
難
民
か
ら
、
日
本
で
の
生
活
実
態
を
聞
く
機
会
が
設
け

ら
れ
た
の
も
印
象
に
残
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
民
支
援
協
会
は
一
九
九
九
年
に
創
立
さ

れ
今
年
一
一
年
目
を
迎
え
た
。
難
民
が
日
本
で
自
立
し
た

生
活
を
安
心
し
て
送
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
連

携
し
な
が
ら
、
法
的
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
、
生
活

支
援
な
ど
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
ホ
ス
ト
社
会
に
難
民
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
や
他
の
国
の
諸
団
体
と
の

連
携
や
情
報
交
換
、
さ
ら
に
日
本
の
難
民
保
護
制
度
の
改

善
の
た
め
の
政
策
提
言
な
ど
も
重
視
し
て
い
る
。

去
年
一
年
間
に
四
〇
カ
国
か
ら
四
〇
〇
人
に
上
る
難
民

支
援
の
相
談
が
あ
り
、
約
一
万
件
の
支
援
活
動
を
お
こ

な
っ
た
。
難
民
の
多
く
は
文
化
や
生
活
習
慣
の
な
れ
な
い

日
本
で
の
生
活
で
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
難
民
申

請
か
ら
結
果
が
出
る
ま
で
の
二
年
か
ら
一
〇
年
の
あ
い
だ
、

公
的
支
援
も
ほ
ぼ
な
い
状
態
で
不
安
な
暮
ら
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
。
さ
ら
に
申
請
中
は
法
的
地
位
が
安
定
せ
ず
、

特
に
、
認
定
が
え
ら
れ
ず
、
退
去
強
制
令
書
発
布
後
、
国

外
退
去
が
可
能
な
と
き
ま
で
の
収
容
は
期
限
が
な
い
。
そ

の
た
め
希
望
が
見
え
な
い
ま
ま
、
と
ぼ
し
い
公
的
生
活
支

援
で
苦
し
い
生
活
を
送
る
人
も
少
な
く
な
い
と
さ
れ
る
。

協
会
で
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
ふ
く
め
一
八
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
支
援
活
動
に
取
り
く
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
約
一
〇

〇
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
え
る
。
活
動

は
お
も
に
寄
付
金
や
助
成
金
で
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
協
会

の
活
動
を
資
金
的
に
支
援
す
る
難
民
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
、
寄
付
者
が
約
一
二
〇
〇
人
い
る
。
事
実
上
、
民
間

最
大
の
難
民
支
援
組
織
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

難
民
と
と
も
に
歩
む
日
本
の
近
未
来

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
た
広
報
担
当
の
鹿
島
さ

ん
に
、
難
民
支
援
の
意
義
や
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
た
ず

ね
た
。
彼
女
は
言
う
。

「
こ
れ
か
ら
は
日
本
社
会
と
難
民
、
外
国
人
と
の
接
点

が
ふ
え
、
子
ど
も
の
学
校
や
職
場
な
ど
生
活
の
レ
ベ
ル
で

難
民
の
存
在
が
日
常
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ

て
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
難
民
を
支
え
て
い
く

姿
勢
が
ま
す
ま
す
大
切
と
な
り
ま
す
。」

今
ま
で
難
民
に
対
し
て
い
だ
い
て
い
た
排
他
的
な
偏
見

は
す
て
、
彼
ら
が
日
本
社
会
の
構
成
員
と
し
て
自
立
し
て

い
く
た
め
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
単
な
る
同
情
の

対
象
や
重
荷
と
見
る
の
で
は
な
く
、
長
い
目
で
見
れ
ば
難

民
が
日
本
社
会
の
資
源
、
人
材
と
し
て
活
躍
で
き
る
の
が
、

難
民
支
援
の
理
想
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
究
極
的

に
は
国
に
難
民
を
と
り
ま
く
制
度
を
改
善
し
て
も
ら
い
官

民
一
体
と
な
っ
た
難
民
支
援
体
制
の
実
現
が
目
標
で
あ
る
。

熱
心
に
活
動
を
か
た
っ
て
く
れ
た
彼
女
自
身
、
難
民
支
援

を
通
じ
て
世
界
観
が
広
が
り
、
満
足
と
充
実
し
た
時
間
を

送
っ
て
い
る
と
い
う
。

わ
た
し
た
ち
の
多
く
は
国
籍
を
も
つ
国
民
と
し
て
暮
ら

し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
あ
っ
て
国
境
を
越
え
る

機
会
は
多
い
が
、
い
ざ
と
な
れ
ば
帰
る
国
が
確
保
さ
れ
、

迎
え
て
く
れ
る
国
が
あ
る
。
当
た
り
前
の
よ
う
な
こ
と
だ

が
、
世
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
当
然
の
こ
と
が
享
受
で
き

ず
、
剥は

く
だ
つ奪

さ
れ
た
人
び
と
が
い
る
。
日
本
は
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ニ
ズ
ム
を
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
理
想
と
し
自
ら
の
海
外

へ
の
越
境
は
追
い
求
め
な
が
ら
、
そ
の
反
面
、
外
か
ら
の

越
境
者
を
排
除
し
拒
み
、
内
な
る
国
際
化
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
難
民
支
援
協
会
の
活
動
は
、
単
に
難
民

の
支
援
の
み
な
ら
ず
、
日
本
社
会
の
意
識
の
底
力
を
引
き
上

げ
、
成
熟
し
た
市
民
社
会
を
養
成
す
る
場
で
も
あ
る
よ
う

に
思
え
た
。
難
民
は
そ
の
社
会
の
鏡
で
あ
る
と
い
う
協
会
の

鹿
島
さ
ん
の
話
は
、
大
い
に
共
感
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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大阪でおこなわれた難民アシスタント養成講座（提供・難民支援協会）

住まいを失った難民のために住まいを手配、同行する
（提供・難民支援協会）

オフィスにはスタッフが常時対応している

日本で生まれたあらたな家族（ミャンマー人の方）（提供・難民支援協会）


